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   平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 
  目的  
本資料は，平成 30 年度全国学力・学習状況調査の実施後，各教育委員会や学校が速やかに
児童生徒の学力や学習の状況，課題等を把握するとともに，それらを踏まえて調査対象学年
及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる
よう作成したものです。 
  特徴  
 
「教科に関する調査」の各問題について，学習指導の改善・充実を図るための情報を
盛り込んでいます。 
「教科に関する調査」の各問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，
解答類型，正答や予想される誤答の解説，学習指導の改善・充実を図るための情報等を記述
しています。 
 
全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 
本調査は，小学校においては第５学年まで，中学校においては第２学年までに，十分に身
に付け，活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので，調査の対
象学年だけではなく，全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが
できます。各問題の「学習指導要領における領域・内容」には，該当する学年を示していま
すので，学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 
 
調査実施後，すぐに活用できるように作成しています。 
調査結果が出る前の段階から，自校での採点を含め，日々の学習指導の改善・充実を図る
際に役立てることができるように作成しています。 
※調査結果を公表する際，調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析，学習指導の改善・
充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 
 
 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 
本調査では，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握できるよう，設定する条件など
に即して解答を分類，整理するためのものとして，「解答類型」を設けています。 
 「解答類型について」で，つまずきの分析ができるよう解答類型の説明をしています。正
誤だけではなく，一人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して，学習
指導の改善・充実を図ることができます。 
 
関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 
関連する過去の調査の解説資料や報告書などの該当ページも記載しています。 
学習指導の改善・充実を図る際は，これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の解説資料・報告書などは，国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。
（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 
  本資料の活用に当たって  
Ⅰ 調査問題作成に当たって 
調査問題作成の基本理念，問題作成の枠組みについて解説しています。 
Ⅱ 調査問題一覧表 
問題の概要，出題の趣旨，関係する学習指導要領の領域等，評価の観点，問題形式を一覧
表にまとめています。 
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Ⅲ 調査問題の解説 
調査問題について，出題の趣旨，解説（解答類型，学習指導要領における領域・内容）等
を記述しています。（問題によっては，記述のない項目もあります。） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜解答類型＞  児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう，
設定する条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。解答
例を示すとともに，必要に応じて「正答について」の解説を加えていま
すので，自校での採点を行う際や，児童生徒一人一人の誤答の状況（ど
こでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図る際
に活用することができます。 
 
＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大）･･･ 正答・予想される誤答 
（複数の類型が正答となる問題もある） 
 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 
（類型１～38 までに含まれない解答） 
 類型０ ･･･ 「無解答」（解答の記入のないもの） 
 
 
 
 
 
１．出題の趣旨 
 問題ごとに出題の意図，把握しよ
うとする力，場面設定などについて
記述しています。 
 
 
 
 
２．解説 
趣旨 
 問題ごとの出題の意図，把握しよ
うとする力などを示しています。 
■学習指導要領における領域・内容 
 調査対象学年及び他の学年の児童
生徒への学習指導の改善・充実を図
る際に参考となるよう，関係する学
習指導要領における領域・内容を示
しています。 
■評価の観点 
 問題に関係する評価の観点を示し
ています。 
解答類型（下欄の＊を参照） 
  児童生徒一人一人の解答状況を把
握することができるように，問題に
おける解答類型を示しています。 
 
 
調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものも 
あります。 
＊ 児童生徒一人一人の解答状況を把握するために 
※図はイメージです。
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Ⅳ 解答用紙（ 正答（例）） 
調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 
Ⅴ 点字問題（抜粋） 
点字問題の一部を，当該問題の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 
Ⅵ 拡大文字問題（抜粋） 
拡大文字問題の一部を，当該問題の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 
 
※本資料では，以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
 ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 
「４年間のまとめ【○学校編】」
 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査  報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」 
 
 
※図はイメージです。
 ３．出典等 
   著作物からの出題の場合に，出
典及び著作権者等について示して
います。 
   また，問題作成に当たって参考
としたものについても示していま
す。 
  
■正答について 
正答についての解説を適宜記述
しています。 
■解答類型について 
予想される解答から，身に付い
ている力や考えられるつまずき等
を記述しています。 
（参考） 
   過去の関連する問題，解説資
料，報告書等を記載しています。 
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Ⅰ 中学校国語科の調査問題作成に当たって
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中学校国語科の調査問題作成に当たって
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中学校国語科の調査問題作成に当たって
１ 調査問題作成の基本理念
「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について(報告)」（平成18年４月）では，調査問題
の出題範囲・内容について，各学校段階における各教科等の土台となる基盤的な事項に絞った上
で，調査問題作成の基本理念を以下の二つに整理している。
主として「知識」に関する問題 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を
（以下「『知識』の問題」という。） 及ぼす内容や，実生活において不可欠であり常に活用で
きるようになっていることが望ましい知識・技能など
主として「活用」に関する問題 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々
（以下「『活用』の問題」という。） な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力
などにかかわる内容
また，本調査の実施によって，「各教育委員会や各学校に対して，学習指導要領に示される内
容等を正しく理解するよう促すとともに重視される力を子どもたちに身に付けさせるといった国
としての具体的なメッセージを示すこととなる」としている。
具体的な調査問題の作成に当たっては，「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台
となる基盤的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童生徒の学習改善・
学習意欲の向上などに役立つとの視点が重要である」としている。
以上の点等を踏まえ，本調査の調査問題は，国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題等
も考慮しつつ，中学校学習指導要領（平成20年告示。以下「学習指導要領」という。）に示された
国語科の目標及び内容等に基づいて作成することを基本とした。
２ 調査問題作成の枠組み
(1)領域等と評価の観点
調査問題の作成に当たっては，「知識」の問題，「活用」の問題ともに，学習指導要領に示され
ている３領域１事項（「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」，〔伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項〕）に基づいて，その全体を視野に入れることとした。そのため，各領
域等に示されている指導事項がバランスよく出題されるように配慮した。なお，中学校第２学年
までの内容となるようにしている。
※ 「話すこと・聞くこと」の領域については，生徒が実際に話したり聞いたりするような調査を行うことが
難しいため，場面設定・状況設定などを工夫して，話す・聞く活動にできるだけ近づけた出題となるよう
にした。
さらに，学習指導要領の総則「指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」に示されている
以下の点にも配慮した。
○ 各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにすること。
○ 各教科等の指導に当たっては，生徒の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基
礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対する関心
や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語活動
を充実すること。
○ 各教科等の指導に当たっては，体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用した
問題解決的な学習を重視するとともに，生徒の興味・関心を生かし，自主的，自発的な学習
が促されるよう工夫すること。
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○ 各教科等の指導に当たっては，生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返った
りする活動を計画的に取り入れるようにすること。
○ 学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，生徒の主体的，意欲的な学習活動や
読書活動を充実すること。
評価の観点については，国語科で行われている評価の五つの観点を用い，「国語への関心・意
欲・態度」，「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む能力」，「言語についての知識・理解・技能」
とした。なお，「国語への関心・意欲・態度」の評価については，「活用」の問題における記述式
の問題，「生徒質問紙調査」でみることとした。
(2)「知識」の問題の枠組み
「知識」の問題は，各問題の出題の趣旨が学習指導要領の一つの指導事項に対応することを基
本としている。
また，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」，〔伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項〕の３領域１事項の全てからの出題となるように留意した。
調査時間は，45分である。
(3)「活用」の問題の枠組み
「活用」の問題は，「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について(報告)」に示された例
や学習指導要領に示された言語活動例などを参考に，実生活の具体的な場面や生徒が授業などで
実際に行っている言語活動を想定したものにすることを基本としている。一つの領域だけでなく，
複数の領域の指導事項に対応させて出題している場合もある。
調査時間は，45分である。
(4)問題形式
問題の形式は，選択式，短答式，記述式の３種類としている。
記述式の問題では，一つに限定される正答を書くのではなく，幾つかの選択肢やいろいろな考
え方，答え方があるものなどについて，自分の考えを明確にして書くことを求めている。具体的
には，「活用」の問題において，各大問の中に１題程度記述式の問題を取り入れている。
◆ 点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題の作成について
本調査では，視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した
調査問題（点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題）を作成している。
点字問題では，全体を点訳するとともに，点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮
し，図版等の情報の精査（グラフを表にしたり，記述による説明に替えたりするなど）を
行ったり，出題の趣旨を踏まえつつ代替問題を作成したりするなどの配慮を行っている。
拡大文字問題では，対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し，文字や
図版等を拡大するとともに，文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ，コントラスト，
レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表
-9-
Ⅱ
　
調査問題一覧表
― ―
話す
こ
と
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
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述
式
1 一 スピーチの感想に対して先生が述べた言葉として適切なものを選択する
話の論理的な構成や展開などに注
意して聞く
２
エ ○ ○
一 図書だよりの下書きの構成を説明したものとして適切なものを選択する
書こうとする事柄のまとまりや順
序を考えて文章を構成する
１
イ ○ ○
二 二つの意見の内容を一文で書き加える 伝えたい事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように書く
２
ウ ○ ○
一
「それは掛け価のない一，二秒の間のできご
とである」を説明したものとして適切なもの
を選択する
文脈の中における語句の意味を理
解する
１
ア ○ ○
二 父と保吉の言動についての説明として適切なものを選択する
場面の展開や登場人物の描写に注
意して読み，内容を理解する
１
ウ ○ ○
一 意見文の下書きに一文を書き加える意図として適切なものを選択する
書いた文章を読み返し，伝えたい
内容が十分に表されているかを検
討する
１
エ ○ ○
二 段落の内容を入れ替えて書き直す理由として適切なものを選択する
段落相互の関係に注意し，読みや
すく分かりやすい文章にする
２
エ ○ ○
一 本文の第六段落の説明として適切なものを選択する
段落が文章全体の中で果たす役割
を捉え，内容の理解に役立てる
２
イ ○ ○
二 新聞紙の製造工程の一部を言い表したものとして適切なものを選択する
文章の展開に即して情報を整理
し，内容を捉える
１
イ ○ ○
一 話合いの際のメモのとり方の説明として適切なものを選択する 話合いの話題や方向を捉える
1
オ ○ ○
二 話合いの中で確認しなければならないことについての司会としての発言を書く
話合いの話題や方向を捉えて的確
に話す
１
オ ○ ○
一 場面に当てはまる語句の意味として適切なものを選択する（ハナイカダ）
語句の辞書的な意味を踏まえて文
脈上の意味を捉える
１(1)
イ(ｲ) ○ ○
二 「それでは」の働きとして適切なものを選択する 接続詞の働きについて理解する
１(1)
イ(ｴ) ○ ○
問
題
の
概
要
2
3
4
6
5
評価の観点学習指導要領の領域等 問題形式
調査問題一覧表　【中学校国語】
Ａ　主として「知識」に関する問題
問
題
番
号
出
題
の
趣
旨
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こ
と
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こ
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書
く
こ
と
読
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な
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文
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国
語
の
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語
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・
意
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・
態
度
話
す
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く
能
力
書
く
能
力
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む
能
力
言
語
に
つ
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て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
一
１ 漢字を書く（紙をひもでタバねる）
２(1)
ウ(ｲ) ○ ○
一
２ 漢字を書く（舞台のマクが上がる）
２(1)
ウ(ｲ) ○ ○
一
３ 漢字を書く（先制点をユルす）
２(1)
ウ(ｲ) ○ ○
二
１ 漢字を読む（模型を作る）
２(1)
ウ(ｱ) ○ ○
二
２ 漢字を読む（池の水が凍る）
２(1)
ウ(ｱ) ○ ○
二
３ 漢字を読む（技を磨く）
２(1)
ウ(ｱ) ○ ○
三
ア
適切な語句を選択する（立場の異なる両者の
主張は終始一貫して変わらず，最後まで結論
が出なかった）
１(1)
イ(ｳ) ○ ○
三
イ
適切な語句を選択する（魚の中には群れを
作って泳ぐ習性をもつものがいる）
２(1)
イ(ｲ) ○ ○
三
ウ
適切な敬語を選択する（先生が私たちに大切
なことをおっしゃった）
２(1)
イ(ｱ) ○ ○
三
エ
適切な語句を選択する（彼はせきを切ったよ
うに話し始めた）
１(1)
イ(ｳ) ○ ○
三
オ
適切な語句を選択する（意見の折り合いをつ
ける）
１(1)
イ(ｳ) ○ ○
三
カ
適切な語句を選択する（わたしが健康になっ
たのは，ひとえに母のおかげです）
１(1)
イ(ｳ) ○ ○
三
キ
適切な語句を選択する（姉はみんなと一緒に
運動をすることが好きだ。一方，妹は一人で
本を読むことが好きだ）
１(1)
イ(ｴ) ○ ○
四
１
「心を打たれる」の意味として適切なものを
選択する 慣用句の意味を理解する
３･４
(1)ア
(ｲ)
○ ○
四
２
「心を打たれた。」を文末に用いた一文を，
主語を明らかにし，「誰（何）」の「どのよ
うなこと」に「心を打たれた」のかが分かる
ように書く
目的に応じて文の成分の順序や照
応，構成を考えて適切な文を書く
２(1)
イ(ｳ) ○ ○
五 作品への助言として適切なものを選択する 行書の基礎的な書き方を理解して書く
１(2)
イ ○ ○
六
１
『韓非子』の中の語句の訳を抜き出す（いは
く）
古典の文章と現代語訳とを対応さ
せて内容を捉える
２(1)
ア(ｲ) ○ ○
六
２
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（とほ
さざるなし）
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直して読む
１(1)
ア(ｱ) ○ ○
六
３
『韓非子』の中で矛盾していることの説明と
して適切なものを選択する
古典に表れたものの見方や考え方
を理解する
２(1)
ア(ｲ) ○ ○
問題形式
問
題
番
号
問
題
の
概
要
出
題
の
趣
旨
学習指導要領の領域等
文脈に即して漢字を正しく読む
文脈に即して漢字を正しく書く
8
語句の意味を理解し，文脈の中で
適切に使う
評価の観点
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話す
こ
と
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
一 グラフから分かることについて文章中で説明しているものとして適切なものを選択する
文章とグラフとの関係を考えなが
ら内容を捉える
１
イ ○ ○
二 複数の辞書を引用して「天地無用」の意味を示す効果として適切なものを選択する
文章の構成や展開について自分の
考えをもつ
１
エ ○ ○
三 「天地無用」という言葉を誤った意味で解釈してしまう人がいる理由を書く
目的に応じて文章を読み，内容を
整理して書く
２
ウ
１
イ ○ ○ ○ ○
一 二人の質問の意図として適切なものを選択する 質問の意図を捉える
1
エ ○ ○
二 二人に続いてする質問を書く 話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問する
1
エ 〇 ○ ○
三
ロボットに期待することを述べて発表をまと
める際の話の進め方として適切なものを選択
する
全体と部分との関係に注意して相
手の反応を踏まえながら話す
1
イ ○ ○
一 登場人物についての説明として適切なものを選択する
場面の展開や登場人物の描写に注
意して読み，内容を理解する
１
ウ ○ ○
二 文章中の表現について語った人物として適切なものを選択する
登場人物の言動の意味などを考
え，内容の理解に役立てる
２
イ ○ ○
三 話のあらすじを学級の友達にどのように説明するかを書く
相手に的確に伝わるように，あら
すじを捉えて書く
１
ウ
１
イ
２(1)
ア(ｲ) ○ ○ ○ ○ ○
調査問題一覧表　【中学校国語】
Ｂ　主として「活用」に関する問題
1
3
2
問
題
番
号
問
題
の
概
要
出
題
の
趣
旨
問題形式評価の観点学習指導要領の領域等
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説
（出題の趣旨，解説，解答類型等）
Ａ 主として「知識」に関する問題
-13-
Ⅲ
　
調査問題の解説
（出題の趣旨、 解説、 解答類型等）
　
Ａ
　
主として「知識」に関する問題
― ―
国語Ａ１ スピーチを聞く
１．出題の趣旨
・ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞くこと
スピーチを聞く際には，話題としていることや話し手の意図に注意しながら，内容を的確に
捉えて聞くことが大切である。その際，話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことを通
して，自分の考えと比較することが重要である。
本問では，「生活面や学習面で頑張りたいこと」をテーマにしたスピーチに対して聞き手が
感想を述べ，その感想について先生がコメントを伝える場面を設定した。山田さんの【スピー
チ】を聞いたあとの【村井さんの感想】と【清水さんの感想】に対して先生が述べた言葉とし
て適切なものを選択することを通して，話全体がどのようにまとめられているかを考えること
を求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 日常生活の中の話題について報告や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をした
りすること。
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２．解説
設問一
趣旨
話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞き，自分の考えと比較すること。
《聞くこと》
■評価の観点
話す・聞く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 一 １ 【村井さんの感想】の欄に４，【清水さんの感想】の欄に５と解答しているもの ◎
２ 【村井さんの感想】の欄に４と解答し，【清水さんの感想】の欄に５と解答し
ていないもの
３ 【清水さんの感想】の欄に５と解答し，【村井さんの感想】の欄に４と解答し
ていないもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことができている。【村
井さんの感想】では，英語で道順を尋ねられた山田さんの経験を村井さん自身の経験と結
び付けて，「英語の勉強を頑張っていきたい」という意見に対する共感を述べていることが
理解できている。【清水さんの感想】では，山田さんのスピーチが双括型であることについ
て触れ，話の要点がより明らかになる構成の工夫について述べていることが理解できている。
○ 【解答類型２】は，【清水さんの感想】が，山田さんの【スピーチ】の構成の工夫に着目
して述べたものであることが理解できていないものと考えられる。
○ 【解答類型３】は，【村井さんの感想】が，山田さんの経験と自分の経験とを結び付けて
述べたものであることが理解できていないものと考えられる。
なお，選択肢１～３については，目的や場面によっては，スピーチをしたり，相互に評価
し合ったりする際に必要な観点になる。
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国語Ａ２ 図書だよりを作成する
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１．出題の趣旨
・ 書こうとする事柄のまとまりや順序を考えて文章を構成すること
・ 伝えたい事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように書くこと
文章を書く際には，伝えたい事実や事柄が読み手に分かりやすく伝わるように書く必要があ
る。そのためには，文章の構成を工夫したり，表現を工夫したりすることが大切である。
本問では，電子書籍について特集した図書だよりを書くという場面を設定した。書こうとす
る事柄のまとまりや順序を考えて文章を構成したり，伝えたい事実や事柄が相手に分かりやす
く伝わるように表現を工夫して書いたりすることを求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 行事等の案内や報告をする文章を書くこと。
２．解説
設問一
趣旨
書こうとする事柄のまとまりや順序を考えて文章を構成することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
イ 集めた材料を分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成す
ること。 《構成》
■評価の観点
書く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 一 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，電子書籍に関する内容がどのように示されているかや，項目と項目
とがどのような関係にあるかが理解できていないものと考えられる。
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○ 【解答類型２】は，書こうとする事柄のまとまりや順序が理解できている。【図書だより
の下書き】には，読み手により分かりやすく伝えるために，電子書籍についての複数の情
報が，問いとそれに答える形で項目立てて示されている。また，その項目は，電子書籍の
ことを詳しく知らない人が見ても分かりやすい順序になるように工夫されている。
○ 【解答類型３】は，項目の意味が理解できていないものと考えられる。
○ 【解答類型４】は，見出しの意味が理解できていないものと考えられる。
なお，選択肢１，３，４については，目的や意図によっては，このように書く場合もある。
設問二
趣旨
伝えたい事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，
描写を工夫したりして書くこと。 《記述》
■評価の観点
書く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 【意見１】と【意見２】の両方の内容を取り入れて書いている。
② 「なお，市立図書館では，」に適切に続けて，伝えたいことが分かるように書
いている。
③ 三十字以内の一文で書いている。
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
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■解答類型について
○ 【解答類型１】は，伝えたい事実や事柄が相手に分かりやすく伝わるように書くことが
できている。本設問では，「パソコンを利用するには，受付で申し込めばよい」という内容
と，「パソコンは，数に限りがある」という内容とを適切に組み合わせた上で，「なお，市立
図書館では，」に続く形で書く必要がある。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （なお，市立図書館では，）受付で申し込めばパソコンを利用できますが，数に
限りがあります（。） （30字）
・ （なお，市立図書館では，）受付で申し込んでから台数限定のパソコンを利用し
ます（。） （25字）
・ （なお，市立図書館では，）利用できるパソコンの数は限られ，受付で申し込む
必要があります（。） （30字）
○ 【解答類型２】は，三十字以内の一文で書くことに課題がある。具体的な例としては，以
下のようなものがある。
（例）
・ （なお，市立図書館では，）パソコンを利用する際は受付で申し込みます。数に
限りがあります（。） （30字）
本設問では，ある事柄を述べたあとに他の事柄を付け加える働きをもつ「なお」という言
葉を用いた一文を書くことを求めている。
○ 【解答類型３】は，書き出しとの関係を考え，伝えたいことが分かるように書くことに課
題がある。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （なお，市立図書館では，）数は限られますが，受付で申し込めばパソコンが利
用できるから（。） （29字）
○ 【解答類型４】は，二つある意見の両方の内容を取り入れて書くことに課題がある。具体
的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （なお，市立図書館では，）受付で申し込めばパソコンを利用することができ
ます（。） （24字）
・ （なお，市立図書館では，）パソコンの数に限りがあります（。） （14字)
-19-― ―
国語Ａ３ 文学的な文章を読む（「少年」）
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１．出題の趣旨
・ 文脈の中における語句の意味を理解すること
・ 場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解すること
これまで読み継がれてきた代表的な作家の作品には，時代を超えた普遍的な価値がある。そ
れらの作品に触れ，内容や表現のよさを味わうことを通して，ものの見方や考え方を広げたり，
我が国の言語文化についての理解を深めたりすることができる。
本問では，芥川龍之介の「少年」を取り上げた。文脈の中における語句の意味を理解するこ
とや，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解することを求めている。
なお，設問二は，平成27年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ６（正答率 67.7％）
において，登場人物の相互関係を捉えることに課題が見られたことを踏まえて出題したもので
ある。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。
２．解説
設問一
趣旨
文脈の中における語句の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ア 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ，理解すること。 《語句の意味の理解》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 一 １ １と解答しているもの ◎
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
-21-― ―
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，文脈の中における語句の意味を理解している。「掛け価」はこの場合，
物事を大げさに言うことを意味していて，「掛け価のない一，二秒の間のできごと」とは，
大げさに言うわけではないが本当に短い間のできごとであったことを意味している。また，
「それは掛け価のない」の「それ」は，「大きいリボンをした少女が一人……ほほえみを浮
かべた！」を指し示している。
○ 【解答類型２】は，文脈の中における語句の意味を理解することに課題がある。「それ」
が指し示す内容を捉えることはできているが，「掛け価のない一，二秒の間のできごと」を，
「ずいぶんと長い間のできごと」という意味に捉えたものと考えられる。
○ 【解答類型３】は，文脈の中における語句の働きを理解することに課題がある。「掛け価
のない一，二秒の間のできごと」の意味を捉えることはできているが，「それ」が，「寂し
さに満ち」たヴェネチアの家々や水路のことを指し示すと捉えたものと考えられる。
○ 【解答類型４】は，文脈の中における語句の意味や働きを理解することに課題がある。「掛
け価のない一，二秒の間のできごと」を，「ずいぶんと長い間のできごと」という意味に捉
え，「それ」が，「寂しさに満ち」たヴェネチアの家々や水路のことを指し示すと捉えたも
のと考えられる。
設問二
趣旨
場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。
《文章の解釈》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 二 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの ◎
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
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■解答類型について
○ 【解答類型１】は，保吉が父の発言に答えずにいた理由について，場面の展開や登場人物
の描写を踏まえて捉えることに課題があり，登場人物の相互関係を捉えることができていな
い。父は，「さあ，今度は何を映そう？」と，保吉に他の画を映すことを提案している。し
かし，保吉は「大きいリボンをした少女」を見付けるために「ヴェネチアの風景をながめつ
づけ」，父の発言に答えずにいる。
○ 【解答類型２】は，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解することに
課題があり，登場人物の相互関係を捉えることができていない。保吉が気にしていたのは，
「大きいリボンをした少女」であり，「浅草や銀座の風景」のことを考えていたのは，本文
の前半の場面である。また，父は「ヴェネチアの風景の映り具合」を気にしてはいない。
○ 【解答類型３】は，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解している。
線部②のすぐ後に「いつかはどこかの窓から，大きいリボンをした少女が一人，突然顔
を出さぬものでもない」とあることなどから，保吉が，「少女がもう一度幻灯の画に現れる
のではないかと考えている」ことが分かる。
○ 【解答類型４】は，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解することに
課題があり，登場人物の相互関係を捉えることができていない。父は，「さあ，今度は何を
映そう？」と，保吉に他の画を映すことを提案している。保吉は，「いつかはどこかの窓か
ら，大きいリボンをした少女が一人，突然顔を出さぬものでもない」と少女が現れることを
期待している。
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（参考）
○関連する問題
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ27Ａ６
登場人物の関係についての説明として
67.7％ P.28～P.30 P.41～P.43
適切なものを選択する
３．出典等
・芥川龍之介「少年」（『心に残るロングセラー 芥川龍之介 名作集』平成27年６月 世
界文化社）による。
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国語Ａ４ 意見文の下書きを推敲する
１．出題の趣旨
・ 書いた文章を読み返し，伝えたい内容が十分に表されているかを検討すること
・ 段落相互の関係に注意し，読みやすく分かりやすい文章にすること
意見文を書く際には，自分の考えが読み手に分かりやすく伝わるように工夫することが大切
である。自分の考えを理解してもらうためには，考えの根拠を明確に示したり，より伝わりや
すい段落構成を工夫したりすることが重要である。
本問では，意見文の下書きを推敲する場面を設定した。伝えたい内容に，より説得力をもた
せるための具体例の示し方について検討したり，読み手が理解しやすい文章の構成になってい
るかについて考えたりすることを求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
イ 多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。
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２．解説
設問一
趣旨
書いた文章を読み返し，伝えたい内容が十分に表されているかを検討することができる
かどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
エ 書いた文章を読み返し，表記や語句の用法，叙述の仕方などを確かめて，読みやすく
分かりやすい文章にすること。 《推敲》
■評価の観点
書く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
４ 一 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの ◎
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，書き加える一文の役割が理解できていないものと考えられる。
○ 【解答類型２】は，書き加える一文の内容について，疑問ではないことが理解できていな
いものと考えられる。
○ 【解答類型３】は，書き加える一文の内容が事実であるということや，書き加える一文の
役割が理解できていないものと考えられる。
○ 【解答類型４】は，書いた文章を読み返し，伝えたい内容が十分に表されているかを検討
することができている。書き加える前は，日本では緑茶が「生活そのものと深く結び付いた
存在である」ことを伝えるための具体例が，「日常茶飯事」についてのみである。「茶の間」
についての例を加えることで，「生活そのものと深く結び付いた存在」という内容がより説
得力をもって伝わるようにしている。
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設問二
趣旨
段落相互の関係に注意し，読みやすく分かりやすい文章にすることができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
エ 書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みや
すく分かりやすい文章にすること。 《推敲》
■評価の観点
書く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
４ 二 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，３段落に書かれた財務省の貿易統計のデータや農林水産省のウェブ
ページの記載内容が，書き手の意見ではないということが理解できていないものと考えられる。
○ 【解答類型２】は，段落相互の関係に注意し，読みやすく分かりやすい文章にすることが
できている。１段落の最後で「緑茶の人気が海外で高まっている」と述べたことに対して，
根拠となる財務省の貿易統計のデータや農林水産省のウェブページの記載内容を直後に示そ
うとしている。
○ 【解答類型３】は，２段落に書かれた内容が，書き手の意見であるということが理解でき
ていないものと考えられる。
○ 【解答類型４】は，２段落に書かれた内容が，予想される反論ではなく，４段落につなが
る書き手の意見であるということが理解できていないものと考えられる。
３．出典等
・【意見文の下書き】は，財務省ウェブページ，農林水産省ウェブページなどを参考にした。
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国語Ａ５ 説明的な文章を読む
-28-
１．出題の趣旨
・ 段落が文章全体の中で果たす役割を捉え，内容の理解に役立てること
・ 文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えること
説明的な文章は，論の展開の中心となる部分とそれを支える例示や引用などの付加的な部分
とが組み合わされていたり，事実を述べた部分と意見を述べた部分とで構成されていたりする。
文章を読む際には，段落ごとに内容を捉えたり，段落相互の関係を正しく押さえたりしながら，
さらに大きな意味のまとまりごとに，文章全体における役割を捉えることが大切である。また，
図表などを伴う文章を読む際には，文章と図表などとを関連させながら，書き手の伝えたい内
容を捉えることも重要である。
本問では，新聞紙の製造工程などを紹介する説明的な文章を取り上げた。段落が文章全体の
中で果たす役割を捉えたり，図表が文章のどの部分と関連しているのかを確認したりしながら
内容を理解することを求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むこと。
２．解説
設問一
趣旨
段落が文章全体の中で果たす役割を捉え，内容の理解に役立てることができるかどうか
をみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内
容の理解に役立てること。 《文章の解釈》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ 一 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの ◎
99 上記以外の解答
０ 無解答
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■解答類型について
○ 【解答類型１】は，段落が文章全体の中で果たす役割を捉え，内容の理解に役立てること
に課題がある。６段落では，２段落から５段落までの内容を基にした自分の考えを述べてお
り，１段落から５段落までと異なる新たな内容を示したものではない。また，新聞紙の製造
方法の具体的な例については述べていない。
○ 【解答類型２】は，段落が文章全体の中で果たす役割を捉え，内容の理解に役立てること
に課題がある。６段落では，日本の新聞紙の製造技術について自分の考えを述べており，提
起された問題への答えとなる情報を示したものではない。また，新聞紙の活用の具体例とし
て「古紙」の利用を取り上げているのは５段落である。
○ 【解答類型３】は，段落が文章全体の中で果たす役割を捉え，内容の理解に役立てること
に課題がある。５段落で述べている「古紙」の利用などについて，６段落で否定してはいな
い。また，新聞紙の新たな利用の仕方についての自分の考えは述べていない。
○ 【解答類型４】は，段落が文章全体の中で果たす役割を捉え，内容の理解に役立てること
ができている。日本の新聞紙がどのように優れているのかを，２段落から５段落で述べてい
る。それらを根拠として，６段落で「“ハイテク技術製品”といえる」と自分の考えを述べ
ている。
設問二
趣旨
文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応
じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
５ 二 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの ◎
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
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■解答類型について
○ 【解答類型１,２,４】は，文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えることに課題が
ある。７・８段落には，新聞紙の製造工程が具体的に説明されている。さらに，それを補う
図表として【新聞紙の製造工程】が示されている。図表が文章のどの部分と関連しているの
かを確認しながら読むと，【新聞紙の製造工程】にある「スクリューで古紙をほぐす」と「そ
の摩擦によってインクをはがす」が「離解工程」であり，「古紙の異物を取り除く」が「粗
選工程」であり，「２枚のワイヤーで挟んで脱水」が「脱水工程」であることが分かる。
○ 【解答類型３】は，文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えることができている。
７段落の「これは，空気を吹き込んで泡をたて，泡にインクや異物を吸着させて取り除く」
の「これ」は，「脱墨工程」を指し示している。そのため，【新聞紙の製造工程】の㋐「泡
にインクや異物を吸着させて取り除く」は，「脱墨工程」であることが分かる。
３．出典等
・半田伸一監修『おもしろサイエンス 紙の科学』（平成23年10月 日刊工業新聞社）による。
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国語Ａ６ 話合いをする
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１．出題の趣旨
・ 話合いの話題や方向を捉えること
・ 話合いの話題や方向を捉えて的確に話すこと
話合いをする際には，話合いの話題や方向を捉えて的確に話したり，相手の発言を注意して
聞いたりして，自分の考えをまとめていくことが大切である。その際，話の要点をメモしなが
ら聞いたり，必要に応じて質問したりしながら進めることも重要である。
本問では，バスの座席の決め方について話し合っている場面を設定した。司会が，様々な意
見をどのようにメモに整理しているかや，そのメモを手掛かりに，話合いの中で不足している
内容を補うためにどのように発言すればよいかについて考えることを求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 社会生活の中の話題について，司会や提案者などを立てて討論を行うこと。
２．解説
設問一
趣旨
話合いの話題や方向を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり，相手の発言を注意して聞いたりして，
自分の考えをまとめること。 《話し合うこと》
■評価の観点
話す・聞く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
６ 一 １ １と解答しているもの ◎
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
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■解答類型について
○ 【解答類型１】は，話合いの話題や方向を捉えることができている。司会の谷さんは，
話合いの中で出てきた発言のうち，「バスの座席の決め方」という話合いの目的に沿った発
言を短くまとめてメモしている。
○ 【解答類型２，４】は，何のために，何について話し合っているのかという話合いの目的
や話題を正しく捉えることに課題があると考えられる。
○ 【解答類型３】は，話合いの目的は捉えているが，司会である谷さんが，どのような意図
でメモをとっているのかを捉えることに課題があると考えられる。
設問二
趣旨
話合いの話題や方向を捉えて的確に話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり，相手の発言を注意して聞いたりして，
自分の考えをまとめること。 《話し合うこと》
■評価の観点
話す・聞く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
６ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 黒川さんと木村さんのそれぞれの理由を確認しなければならないことが分かる
ように書いている。
② 「黒川さんと木村さんは，」に続けて，実際に話すように適切に書いている。
１ 条件①，②を満たして解答しているもの ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
-34-― ―
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，話合いの話題や方向を捉えて的確に話すことができている。司会の
谷さんは，話合いの最初に「意見を述べる際には，その方法がよいと考える理由も言って
ください。」と言っているが，黒川さんと木村さんは，自分の提案について，なぜその方法
がよいと思うのかという理由を言っていないということが【メモの一部】からも分かる。
具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （黒川さんと木村さんは，）なぜそれぞれの方法がよいと考えたのですか（。）
・ （黒川さんと木村さんは，）それぞれのその方法がよいと考えた理由を述べてくだ
さい（。）
○ 【解答類型２】は，「黒川さんと木村さんは，」に続けて，相手に確認するような発言を
することに課題がある。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （黒川さんと木村さんは，）それぞれの理由を確認しなければならないこと（。）
○ 【解答類型３】は，黒川さんと木村さんの発言に理由が不足していることを捉えること
に課題がある。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （黒川さんと木村さんは，）どのように考えますか（。）
・ （黒川さんと木村さんは，）他の人の意見についてどう思いますか（。）
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国語Ａ７ ニュースを見る
１．出題の趣旨
・ 語句の辞書的な意味を踏まえて文脈上の意味を捉えること
・ 接続詞の働きについて理解すること
語句の文脈上の意味は，辞書的な意味を踏まえ，思考力や想像力を働かせて文脈において具
体的かつ個別的に捉えることが大切である。また，語句が文章の中で果たしている役割を考え
ることも重要である。さらに，語感を磨くためには，日常生活の中で新しく出合った言葉を取
り上げ，辞書にある様々な意味から文脈上の意味を考えることを習慣化させることが大切である。
本問では，テレビの【天気予報】の一場面で示された「ハナイカダ」という言葉について，
辞書にある様々な意味を踏まえて文脈上の意味を捉えることや，「それでは」という接続詞が，
この場面でどのような働きをしているのかについて考えることを求めている。
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２．解説
設問一
趣旨
語句の辞書的な意味を踏まえて文脈上の意味を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｲ) 語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意し，語感を磨くこと。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
７ 一 １ ①と解答しているもの
２ ②と解答しているもの
３ ③と解答しているもの ◎
４ ④と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，【天気予報】の内容にある「春らしい陽気が続く」，「桜の開花」，「お
花見」などの表現と，【電子辞書】にある「花が咲く」とを関連させて意味を捉えたものと
考えられる。
○ 【解答類型２】は，【天気予報】の内容が，【電子辞書】にある「紋所の名」や「図柄」
などと関連していないことを捉えることができていないものと考えられる。
○ 【解答類型３】は，語句の辞書的な意味を踏まえて文脈上の意味を捉えることができてい
る。【天気予報】の内容にある「桜の開花」，「強い風が吹く」，「そのため，……が見られる
でしょう。」などの部分から，「ハナイカダ」が春の時期に強い風によって生じる現象である
ことを捉え，【電子辞書】にある③の意味と結び付けて考えることができている。
○ 【解答類型４】は，【天気予報】の内容が，【電子辞書】にある「白粉」や「油性香料の
名」などと関連していないことを捉えることができていないものと考えられる。
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設問二
趣旨
接続詞の働きについて理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｴ) 単語の類別について理解し，指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語
句などに注意すること。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
７ 二 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，「それでは」という接続詞が，順接の働きをしていると捉えたものと
考えられる。
○ 【解答類型２】は，接続詞の働きについて理解している。「それでは」という接続詞を使
うことによって，それまで話題にしていた花見と風の話題から，各地の具体的な天気へと話
題を転換していることが理解できている。
○ 【解答類型３】は，「それでは」という接続詞が，逆接の働きをしていると捉えたものと
考えられる。
○ 【解答類型４】は，「それでは」という接続詞が，前に述べたことを言い換える言葉につ
なぐ働きをしていると捉えたものと考えられる。
３．出典等
・【天気予報】は，気象庁ウェブページなどを参考にした。
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国語Ａ８ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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１．出題の趣旨
・ 文脈に即して漢字を正しく書くこと
・ 文脈に即して漢字を正しく読むこと
・ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと
・ 慣用句の意味を理解すること
・ 目的に応じて文の成分の順序や照応，構成を考えて適切な文を書くこと
・ 行書の基礎的な書き方を理解して書くこと
・ 古典の文章と現代語訳とを対応させて内容を捉えること
・ 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むこと
・ 古典に表れたものの見方や考え方を理解すること
・ 語句については，過去と同一の問題を出題している（設問三カ）。
・ 慣用句については，意味を理解し，文脈の中で適切に使うことができるかどうかについて
出題している。設問四１は，平成30年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ６との関
連を図った問題である。これまでの全国学力・学習状況調査の中学校の結果を見ると，慣用
句の理解に一部課題があることから，児童生徒の実態をより丁寧に捉えて今後の学習指導の
充実につなげるために共通の問題を出題している。設問四２は，平成27年度全国学力・学習
状況調査【小学校】国語Ａ２一（正答率 53.4％）において，文の中における主語を捉える
ことに課題が見られたことを踏まえて出題したものである（設問四）。
・ 書写については，行書の特徴を理解して書くことができるかどうかについて出題している
（設問五）。
・ 伝統的な言語文化については，「矛盾」を取り上げ，古典の文章とその現代語訳を読み，
古典に表れたものの見方や考え方に触れる問題を出題している（設問六）。
２．解説
設問一
趣旨
文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ
(ｲ) 学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うこと。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 一 １ 「束（ねる）」と解答しているもの ◎
１ 99 上記以外の解答
０ 無解答
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一 １ 「幕」と解答しているもの ◎
２ 99 上記以外の解答
０ 無解答
一 １ 「許（す）」と解答しているもの ◎
３ 99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
１ 【解答類型１】は，「タバ（ねる）」を文脈に即して漢字で正しく書くことができている。
「束」は，小学校第４学年の配当漢字である。
２ 【解答類型１】は，「マク」を文脈に即して漢字で正しく書くことができている。「幕」
は，小学校第６学年の配当漢字である。
３ 【解答類型１】は，「ユル（す）」を文脈に即して漢字で正しく書くことができている。「許」
は，小学校第５学年の配当漢字である。
設問二
趣旨
文脈に即して漢字を正しく読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ
(ｱ) 第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から
450字程度までの漢字を読むこと。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 二 １ 「もけい」と解答しているもの ◎
１ ２ 「もけい」のうち「も」だけ正しく解答しているもの
３ 「もけい」のうち「けい」だけ正しく解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
二 １ 「こお（る）」と解答しているもの ◎
２ 99 上記以外の解答
０ 無解答
二 １ 「みが（く）」と解答しているもの ◎
３ 99 上記以外の解答
０ 無解答
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■解答類型について
１ 【解答類型１】は，「模型」を文脈に即して正しく読むことができている。「模」は，小
学校第６学年の配当漢字，「型」は，小学校第４学年（平成29年告示の小学校学習指導要領
では，小学校第５学年）の配当漢字である。
【解答類型２】は，「模」について読むことはできているが，「模型」という語句の意味
を理解して正しく読むことに課題がある。
【解答類型３】は，「型」について読むことはできているが，「模型」という語句の意味
を理解して正しく読むことに課題がある。
２ 【解答類型１】は，「凍（る）」を文脈に即して正しく読むことができている。「凍」は，
学年別漢字配当表以外の常用漢字である。
３ 【解答類型１】は，「磨（く）」を文脈に即して正しく読むことができている。「磨」は，
学年別漢字配当表以外の常用漢字である。
設問三
趣旨
語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の
語彙について関心をもつこと。
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｴ) 単語の類別について理解し，指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語
句などに注意すること。
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについ
て理解すること。
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｲ) 抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句
などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにすること。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 三 １ １と解答しているもの
ア ２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
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三 １ １と解答しているもの ◎
イ ２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
三 １ １と解答しているもの
ウ ２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの ◎
99 上記以外の解答
０ 無解答
三 １ １と解答しているもの
エ ２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
三 １ １と解答しているもの
オ ２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの ◎
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
三 １ １と解答しているもの ◎
カ ２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
三 １ １と解答しているもの
キ ２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの ◎
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
ア 【解答類型２】が正答である。「終始一貫」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適
切に使うことができている。「終始一貫」は，「始めから終わりまで同じ態度や考えで貫き
通すこと」という意味をもつ。
【解答類型１】は，「終始一貫」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使うこ
とに課題がある。また，「臨機応変」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使う
ことに課題がある。「臨機応変」は，「その時々の場面や状況の変化に応じて適切な手段を
講じること」という意味をもつ。
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【解答類型３】は，「終始一貫」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使うこ
とに課題がある。また，「先手必勝」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使う
ことに課題がある。「先手必勝」は，「ある局面に際して先手をとった側が必ず有利になる
ということ」という意味をもつ。
【解答類型４】は，「終始一貫」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使うこ
とに課題がある。また，「共存共栄」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使う
ことに課題がある。「共存共栄」は，「共に生存し，共に繁栄すること」という意味をもつ。
イ 【解答類型１】が正答である。「シュウセイ」という言葉について，文脈に即して正しい
漢字を使うことができている。「習性」は，「その種類の動物がもっている生活や行動の仕
方」という意味をもつ。
【解答類型２】は，「シュウセイ」という言葉について，文脈に即して正しい漢字を使う
ことに課題がある。「修正」は，「不十分な点や不適当な点を正しく直すこと」という意味
をもつ。
【解答類型３】は，「シュウセイ」という言葉について，文脈に即して正しい漢字を使う
ことに課題がある。「集成」は，「多くのものを集めて，一つにまとめること」という意味
をもつ。
【解答類型４】は，「シュウセイ」という言葉について，文脈に即して正しい漢字を使う
ことに課題がある。「終成」は，「すっかりできあがること」という意味をもつ。
ウ 【解答類型４】が正答である。「言う」の尊敬語を適切に使うことができている。
【解答類型１～３】は，「言う」の尊敬語を適切に使うことに課題がある。
エ 【解答類型２】が正答である。「せきを切る」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して
適切に使うことができている。「せきを切る」は，「抑えられていたものが一度にあふれ出
る」という意味をもつ。
【解答類型１，３，４】は，「せきを切る」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適
切に使うことに課題がある。
オ 【解答類型３】が正答である。「折り合いをつける」の意味や用法を正しく捉え，文脈に
即して適切に使うことができている。「折り合いをつける」は，「互いの意見が違う場合に
譲り合って解決する」という意味をもつ。
【解答類型１，２，４】は，「折り合いをつける」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即
して適切に使うことに課題がある。
カ 【解答類型１】が正答である。「ひとえに」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適
切に使うことができている。「ひとえに」は，「ただそれだけが理由であるさま」という意
味をもつ。
【解答類型２～４】は，「ひとえに」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使
うことに課題がある。また，「ほのかに」，「いちずに」，「むやみに」のそれぞれの意味や用
法を正しく捉え，文脈に即して適切に使うことに課題がある。
キ 【解答類型４】が正答である。「一方」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に
使うことができている。「一方」は，「もう一つの側では」という意味をもつ。
【解答類型１～３】は，「一方」の意味や用法を正しく捉え，文脈に即して適切に使うこ
とに課題がある。また，「もしくは」，「いわば」，「要するに」のそれぞれの意味や用法を正
しく捉え，文脈に即して適切に使うことに課題がある。
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（参考）
○同一の問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ22Ａ10三ウ
適切な語句を選択する（わたしが健康に
64.5％ P.38～P.44 P.137～P.150
なったのは，ひとえに母のおかげです）
設問四 １
趣旨
慣用句の意味を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔小学校第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 四 １ １と解答しているもの
１ ２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１，３，４】は，「心を打たれる」の意味を理解していない。【解答類型１，
３，４】の意味を表す「心」を用いた慣用句には，例えば次のようなものがある。「遠慮す
る」という意味をもつものは「心を置く」，「一つのことに集中する」という意味をもつも
のは「心を傾ける」，「あれこれと心配する」という意味をもつものは「心を痛める」。
○ 【解答類型２】は，「心を打たれる」の意味を理解している。「心を打たれる」は「感動
する」，「深い感銘を受ける」という意味をもつ。
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設問四 ２
趣旨
目的に応じて文の成分の順序や照応，構成を考えて適切な文を書くことができるかどう
かをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ
(ｳ) 文の中の文の成分の順序や照応，文の構成などについて考えること。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 四 （正答の条件）
２ 次の条件を満たして解答している。
① 「心を打たれた」の正しい意味を理解して書いている。
＊ 条件①は，設問四１で正答しているかどうかで判断する。
② 「心を打たれた」の主語を明確にして書いている。
③ 「誰（何）」のことに「心を打たれた」のかが分かるように書いている。
④ 「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが分かるように書いている。
⑤ 一文で書いている。
１ 条件①，②，③，④，⑤を満たして解答しているもの ◎
２ 条件①，②，③，④を満たし，条件⑤を満たさないで解答しているもの
３ 条件①，②，③，⑤を満たし，条件④を満たさないで解答しているもの
４ 条件①，②，④，⑤を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの
５ 条件①，③，④，⑤を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの
６ 条件②，③，④，⑤を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，目的に応じて文の成分の順序や照応，構成を考えて適切な文を書くこ
とができている。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 私は，スポーツ選手の努力する姿に（心を打たれた。）
・ 彼は，夕日の美しさに（心を打たれた。）
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○ 【解答類型２】は，一文で書くことに課題がある。主語，「誰（何）」，「どのようなこと」
という三つの要素を関連付けて，一文の中に整理して書くことができていない。具体的な
例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 彼女は，スポーツ選手として努力した。それで私は（心を打たれた。）
・ 夕日が沈みかけている。彼はその美しさに（心を打たれた。）
○ 【解答類型３】は，「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが分かるように書くこと
に課題がある。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 私はスポーツ選手に（心を打たれた。）
・ 彼は夕日に（心を打たれた。）
○ 【解答類型４】は，「誰（何）」の要素を明らかにして，適切に書くことに課題がある。
具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 努力していることに私は（心を打たれた。）
・ 彼は美しさに（心を打たれた。）
○ 【解答類型５】は，「心を打たれた」の主語を明確にして書くことに課題がある。具体的
な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ スポーツ選手の努力する姿に（心を打たれた。）
・ 夕日の美しさに（心を打たれた。）
○ 【解答類型６】は，「心を打たれた」の正しい意味を理解して書くことに課題がある。主
語，「誰（何）」，「どのようなこと」という三つの要素を関連付けて，一文の中に整理して
書くことはできている。
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（参考）
○関連する問題
【小学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ27Ａ２一 文の主語として適切なものを選択する 53.4％ P.17～P.19 P.28～P.31
【中学校】
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ７三ウ
適切な語句を選択する（弟子を手塩にかけ
62.3％ P.34～P.49 P.151～P.176
て育てる）
Ｈ25Ａ８三エ
適切な語句を選択する（直前になって，二
85.1％ P.38～P.48 P.47～P.57
の足を踏む）
Ｈ26Ａ８三キ
適切な語句を選択する（忙しい兄は，休日
92.2％ P.41～P.50 P.47～P.57
にのびのびと羽を伸ばす）
Ｈ27Ａ９三イ
適切な語句を選択する（彼がこの討論の口
56.0％ P.43～P.54 P.48～P.60
火を切った）
Ｈ28Ａ９三ウ
適切な語句を選択する（弟子を手塩にかけ
60.0％ P.42～P.52 P.51～P.62
て育てる）
Ｈ28Ａ９三オ
適切な語句を選択する（会長候補として，
54.7％ P.42～P.52 P.51～P.62
白羽の矢が立つ）
Ｈ29Ａ９三ア
適切な語句を選択する（えりを正して話を
77.3％ P.44～P.54 P.54～P.66
聞く）
（略）
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設問五
趣旨
行書の基礎的な書き方を理解して書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(2)
イ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 五 １ １と解答しているもの ◎
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，行書の基礎的な書き方が理解できている。点や画の形が丸みを帯びる
場合があること，点や画の方向及び止めや払いの形が変わる場合があること，点や画が連続
したり省略されたりする場合があること，筆順が変わる場合があることなどが行書の特徴で
あることを踏まえ，㋐の部分について次の画へのつながりが分かるように書くことを助言し
ている。
○ 【解答類型２】は，文字全体のバランスの捉え方に課題がある。【作品】の「野」は，文
字全体の大きさを踏まえた偏と㋑の旁のバランスがとれている。
○ 【解答類型３】は，行書の基礎的な書き方が理解できていないものと考えられる。【作品】
の「花」は，㋒の「くさかんむり」の部分に点画の省略はなく，筆順を変えて次の画につな
げて書いている。
○ 【解答類型４】は，行書の基礎的な書き方が理解できていないものと考えられる。㋓は最
後の画ではなく，右上の次の画へのつながりを意識して書いている。
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設問六 １
趣旨
古典の文章と現代語訳とを対応させて内容を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 六 １ 「言うには」と解答しているもの ◎
１ ＊ 「言う」，「言うに」と解答しているものも正答とする。
２ 「いはく」を現代仮名遣いに直して解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，古典の文章と現代語訳とを対応させて内容を捉えることができている。
【Ａ】の「いはく」は，【Ｂ】の「言うには」と対応している。
○ 【解答類型２】は，意味を書くことと，現代仮名遣いに直すこととを混同している。
設問六 ２
趣旨
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｱ) 文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味
わいながら，古典の世界に触れること。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 六 １ 「とおさざるなし」と解答しているもの ◎
２ ２ 「とほさざるなし」の意味を解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに正しく直して読むことができている。
「とほさざるなし」の「ほ」を，現代仮名遣いでは「お」にすることが理解できている。
○ 【解答類型２】は，意味を書くことと，現代仮名遣いに直すこととを混同している。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ７七２
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（あ
93.0％ P.34～P.49 P.151～P.176
らはす）
Ｈ25Ａ８七２
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（に
83.8％ P.38～P.48 P.47～P.57
ほふ）
Ｈ26Ａ８五１
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（ま
80.7％ P.41～P.50 P.47～P.57
うけて）
Ｈ28Ａ９七１
歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（追
80.5％ P.42～P.52 P.51～P.62
ひし）
設問六 ３
趣旨
古典に表れたものの見方や考え方を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。
■評価の観点
言語についての知識・理解・技能
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
８ 六 １ １と解答しているもの
３ ２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの ◎
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，「ある人」の質問の内容が理解できていないものと考えられる。「あ
なたの矛で，あなたの盾を突き通したらどうなるか。」というのは，矛と盾の長所を同時に
生かすことができるのかを問う質問である。
○ 【解答類型２】は，話の中で誰がどのようなことを言っているのかが理解できていないも
のと考えられる。矛の鋭さをほめたのは，盾の堅さをほめたのと同じ「楚の国の人」である。
○ 【解答類型３】は，「楚の国の人」の説明の内容が理解できていないものと考えられる。
「楚の国の人」は矛と盾それぞれの長所を説明している。
○ 【解答類型４】は，古典に表れたものの見方や考え方を理解している。「楚の国の人」と
「ある人」の言葉や行動を整理して考えることができている。
３．出典等
・六の【Ａ】は，竹内照夫『新釈漢文大系 第12巻 韓非子（下）』（昭和39年５月 明治
書院）による。
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説
（出題の趣旨，解説，解答類型等）
Ｂ 主として「活用」に関する問題
-55-
Ⅲ
　
調査問題の解説
（出題の趣旨、 解説、 解答類型等）
　
Ｂ
　
主として「活用」に関する問題
― ―
国語Ｂ１ 説明的な文章を読む
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１．出題の趣旨
・ 文章とグラフとの関係を考えながら内容を捉えること
・ 文章の構成や展開について自分の考えをもつこと
・ 目的に応じて文章を読み，内容を整理して書くこと
目的や意図に応じて本や文章などを読む際には，今までの読書経験や体験などを踏まえ，内
容や表現を，想像，分析，比較，対照，推論などによって相互に関連付けて読むことが大切で
ある。また，文章の内容や構造を理解したり，その文章の特徴を把握したり，書き手の意図を
推論したりしながら，自分の考えをまとめたり深めたりしていくことも重要である。
図表が使われている説明や記録の文章などを読む際は，図表が文章の中心的な部分，又は付
加的な部分のどの部分と関連しているのかを確認するなどして，書き手の伝えたい内容をより
的確に読み取る必要がある。また，これらの力は，例えば，総合的な学習の時間におけるレポー
トの作成など，図表を用いた記録や報告の文章を書く際などに生かすことができる。
本問では，「天地無用」という言葉が本来と違った意味で解釈されることが多い実態とその
理由について，調査の結果などを基に考察した文章を取り上げた。文章とグラフとを関連付け
て読んだり，文章の構成や展開の工夫とその効果について考えたりすることに加え，目的に応
じて文章の内容を適切に捉えて書くことを求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むこと。
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
イ 説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べること。
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２．解説
設問一
趣旨
文章とグラフとの関係を考えながら内容を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応
じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 一 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの ◎
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【資料】は《全体》と《年代別》の二つの調査結果を示していて，それぞれについて，文
章中では「全体では」，「年齢別に見ると」という書き出しで段落を分けて説明している。こ
のような文章の構成に注意して読む必要がある。
【解答類型１，２】は，文章と【資料】とを対応させて読むことに課題がある。段落の始
めにある「全体では」という言葉が，【資料】の《全体》と対応していることが理解できて
いないものと考えられる。また，文章と【資料】とを対応させて読むことはできているが，
《年代別》ではなく，《全体》のグラフを見て解答したものとも考えられる。
○ 【解答類型３】は，文章とグラフとの関係を考えながら内容を捉えることができている。
線部③を含む段落が《年代別》のグラフから読み取った情報であることや，「（イ）上下
を気にしないでよい」のグラフの各年代の割合が25％以上であり，「上下を気にしないでよ
い」が「本来とは逆の意味」であることが理解できている。
○ 【解答類型４】は，文章と【資料】とを対応させて読むことに課題がある。 線部④は，
《全体》のグラフの「（イ）上下を気にしないでよい」と「分からない」を合わせて考えた
ものであることが理解できていないものと考えられる。
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設問二
趣旨
文章の構成や展開について自分の考えをもつことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもつこと。
《自分の考えの形成》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 二 １ １と解答しているもの ◎
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，「天地無用」の意味を複数の辞書から引用することで，読者が納得し
やすくなるように文章の構成や展開を工夫していることが理解できている。
○ 【解答類型２】は，複数の辞書の説明を引用する効果を考えることに課題がある。二つの
辞書の発行年は異なるが，「天地無用」の意味の説明に違いがないことが理解できていない
ものと考えられる。
○ 【解答類型３】は，複数の辞書の説明を引用する効果を考えることに課題がある。複数の
辞書の説明を引用したのは，本来の意味が複数あることを示すためではないことが理解でき
ていないものと考えられる。
○ 【解答類型４】は，複数の辞書の説明を引用する効果を考えることに課題がある。どちら
の辞書も「天地無用」の意味の説明に内容の違いはなく，説明を補う関係にないということ
が理解できていないものと考えられる。
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設問三
趣旨
目的に応じて文章を読み，内容を整理して書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，
描写を工夫したりして書くこと。 《記述》
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応
じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》
■評価の観点
国語への関心・意欲・態度
書く能力
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
１ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 以下のa，bのうち，一つ以上の内容を適切に取り上げて書いている。
a 「してはならないこと」という意味を表す際に，現在は「無用」以外の表現
を用いるようになっている。
b 「無用」という言葉に「してはならないこと」という意味での使い方がある
こと自体が，分かりにくくなっている。
② 以下のa，bのうち，一つ以上の内容を適切に取り上げて書いている。
a 「天地無用」には，「逆にする」に当たる内容が省略されている。
b 「逆にすること」が省略されていることに気付かないと，「天地無用」の「無
用」の意味を，「してはならないこと」以外の意味で捉えてしまう。
１ 条件①，②を満たして解答しているもの ◎
２ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの
３ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
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■解答類型について
○ 【解答類型１】は，目的に応じて文章を読み，論の展開を適切に捉えながら，文章の中心
的な部分と付加的な部分とを読み分けて内容を整理して書くことができている。この文章で
は，「では，『天地無用』を『上下を気にしないでよい』という意味で受け取る人が多いのに
は，どのような理由があるのでしょうか。」と述べた上で，その理由を複数示している。理
由を捉える際には，段落の始めにある指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語
句などに着目して読むことも大切である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 現在は，「してはならないこと」という意味を表す際に，「無用」以外の言葉を使う
ことが多く，「無用」という言葉に「してはならないこと」という意味があることが
分かりにくくなっているのかもしれないから。また，「天地無用」は「逆にすること」
に当たる内容が省略された言い方になっていて，それに気付かないと「無用」を他
の意味で捉えかねないから。
・ 「無用」という言葉に「してはならないこと」という意味での使い方があること
が分かりにくいから。また，「天地無用」は「逆にすること」に当たる内容が省略さ
れた言い方になっていることが字面だけを見ても分からないから。
○ 【解答類型２】は，目的に応じて，文章の内容の一部を読み取ることはできているが，論
の展開を捉えて必要な内容を選択し整理して書くことに課題がある。ここでは，「また」や
「『落書き』や『立ち入り』とは違って」という表現で始まる段落に着目することができて
いないものと考えられる。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 現在は，「してはならないこと」ということを表すとき，「無用」の代わりに「禁
止」という言葉を用いたり，「……しないでください」などと書かれたりするから。
そのために，「無用」という言葉に「してはならないこと」という意味での使い方が
あることが分かりにくくなっているから。
○ 【解答類型３】は，目的に応じて，文章の内容の一部を読み取ることはできているが，論
の展開を捉えて必要な内容を選択し整理して書くことに課題がある。ここでは，「このよう
に」という表現で始まる段落に着目することができていないものと考えられる。具体的な例
としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 「天地無用」は「逆にすること」が省略されていて，省略部分に気付かなければ
「無用」の意味は「役に立たないこと。」などに取られかねないから。
３．出典等
・文化庁国語課『文化庁国語課の勘違いしやすい日本語』（平成27年12月 幻冬舎）による。
-61-― ―
国語Ｂ２ 資料を作成して発表する（ロボット）
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１．出題の趣旨
・ 質問の意図を捉えること
・ 話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問すること
・ 全体と部分との関係に注意して相手の反応を踏まえながら話すこと
伝えたいことを聞き手に分かりやすく伝えるためには，表現を工夫したり，相手の反応を踏
まえながら話したりすることが大切である。また，相手の話を聞きながら自分の考えを整理す
るためには，必要に応じて質問し，相手が言いたいことを確かめたり，足りない情報を聞き出
したりすることが大切である。さらに，話の内容について質問する際には，個人的に分からな
いことについての質問か，あるいは全体で共有した方がよいことについての質問かを意識する
ことも重要である。
なお，国語科で育成するこれらの言語能力については，各教科等における言語活動の更なる
充実に資するものとなるよう，教科等横断的な視点から教育課程の編成を図ることも大切である。
本問では，総合的な学習の時間における学習で，ロボットについて調べたことや考えたこと
を発表するという場面を設定した。話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問したり，聞き
手とのやりとりを踏まえながら，話の全体として伝えたいことを明確にして話したりすること
を求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第２学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 調べて分かったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり，それらを聞い
て意見を述べたりすること。
２．解説
設問一
趣旨
質問の意図を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 必要に応じて質問しながら聞き取り，自分の考えとの共通点や相違点を整理すること。
《聞くこと》
■評価の観点
話す・聞く能力
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 一 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，大野さんの質問の意図を捉えることに課題がある。
○ 【解答類型２】は，南さんと大野さんそれぞれの質問の意図を捉えることができている。
南さんは，山川さんの発表を聞く前にもっていた疑問について，【発表・質問の場面の一部】
で質問している。また，大野さんは，【発表・質問の場面の一部】で山川さんの発表を聞き
ながら生じた疑問について質問している。
○ 【解答類型３】は，南さんの質問の意図を捉えることに課題がある。
○ 【解答類型４】は，南さんと大野さんそれぞれの質問の意図を捉えることに課題がある。
設問二
趣旨
話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問することができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
エ 必要に応じて質問しながら聞き取り，自分の考えとの共通点や相違点を整理すること。
《聞くこと》
■評価の観点
国語への関心・意欲・態度
話す・聞く能力
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解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 【資料】の中の１，２に書かれていることや，【発表・質問の場面の一部】の
山川さんの発表に関する適切な質問を書いている。
② 南さんと大野さんの質問と重ならない質問を書いている。
③ 実際に話すように書いている。
１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問することができている。
具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 山川さんは，人型と動物型のどちらのロボットをおばあさんに贈りたいと思ったの
ですか。
・ ロボットは，どのようにして天気についての情報を得ているのですか。
・ 人とコミュニケーションをとるロボットがする会話の内容は，接する相手によって
異なるのですか。（※）
○ 【解答類型２】は，目的や場面に応じて話すことに課題がある。具体的な例としては，以
下のようなものがある。
（例）
・ ロボットの人の顔の覚え方。
・ ニュースや天気予報の伝え方。
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○ 【解答類型３】は，目的や場面に応じて質問することに課題がある。ここでは，南さんと
大野さんに続いて質問する場面であることを考える必要がある。具体的な例としては，以下
のようなものがある。
（例）
・ 人とコミュニケーションをとるロボットが，どのような会話をするのかを教えて
ください。
・ 山川さんは，ロボットが一人暮らしのおばあさんの生活にどのように役立つと考え
ているのですか。
このように解答した生徒は，南さんや大野さんと同じ質問を書いている。ただし，質問
の内容に広がりや深まりがあれば正答とする。（具体的な例は，【解答類型１】（※）に示し
ている。）
○ 【解答類型４】は，目的や場面に応じて質問することに課題がある。ここでは，【資料】
の中の１，２に書かれていることや，【発表・質問の場面の一部】の山川さんの発表を踏ま
えて質問する必要がある。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 65歳以上の人口の割合は，2060年には日本の総人口の約４割になるというのは本
当ですか。
・ 総務省のアンケート調査には，山川さんがポスターに取り上げているアンケート結
果の他に，どのようなものがありますか。
このように解答した生徒は，【資料】の中の３に書かれていることのみに言及しており，
【資料】の中の１，２に書かれていることや，【発表・質問の場面の一部】の山川さんの発
表に関する適切な質問を書いていない。
-66-― ―
設問三
趣旨
全体と部分との関係に注意して相手の反応を踏まえながら話すことができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら
話すこと。 《話すこと》
■評価の観点
話す・聞く能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
２ 三 １ １と解答しているもの ◎
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，発表の目的に応じ，全体と部分との関係に注意して聞き手の反応を踏
まえながら話すことができている。
○ 【解答類型２】は，発表の目的に応じ，全体と部分との関係に注意して話すことに課題が
ある。聞き手とのやりとりを踏まえて発表をまとめるという方向性はよいが，３の情報を用
いて「ロボットに期待すること」について述べることが目的に合った話の進め方であること
が理解できていないものと考えられる。
○ 【解答類型３】は，発表の目的に応じ，全体と部分との関係に注意して聞き手の反応を踏
まえながら話すことに課題がある。聞き手により分かりやすく伝えるためには，発表の流れ
や聞き手の反応を踏まえ，話の内容を付け足したり分かりやすく言い換えたりして発表をま
とめる必要がある。
○ 【解答類型４】は，発表の目的に応じ，全体と部分との関係に注意して話すことに課題が
ある。発表の目的を踏まえ，聞き手に伝えたいことは何なのかを常に意識して発表する必要
がある。
３．出典等
・【資料】は，総務省編『平成27年版情報通信白書』（平成27年７月 日経印刷），総務省編
『平成28年版情報通信白書』（平成28年８月 日経印刷），経済産業省ウェブページ，国立
研究開発法人日本医療研究開発機構ウェブページなどを参考にした。
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国語Ｂ３ 文学的な文章を読む（「夢を買った話」）
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１．出題の趣旨
・ 場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解すること
・ 登場人物の言動の意味などを考え，内容の理解に役立てること
・ 相手に的確に伝わるように，あらすじを捉えて書くこと
文学的な文章を読む際には，登場人物の言動が話の展開や作品全体に表れたものの見方など
に，どのように関わっているかを考えながら読む必要がある。登場人物の言動の意味を考え，
登場人物や作者の思いを想像することによって，作品全体に表れたものの見方や考え方に触れ
ることができ，そのことが文章の理解を深めることにつながる。また，古典の現代語訳や古典
について解説した文章などを読むことは，読書の幅を広げることにもつながる。
本問では，川端善明の「夢を買った話」を取り上げた。これは宇治拾遺物語にある説話を
基に書かれたものである。長く読み継がれてきた古典の説話には，様々な人間の生き方や教
訓などが描かれていることが多い。ここでは，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，
登場人物の言動の意味などを考えて内容を理解するとともに，相手に的確に伝わるようにあら
すじを捉えて書くことを求めている。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。
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２．解説
設問一
趣旨
場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。
《文章の解釈》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 一 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの ◎
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，登場人物の描写を正しく捉えることに課題がある。夢うらないの女に
みてもらったひきのまきひとの夢については，「べつになんということもなくて」とあるこ
とから，夢うらないの女は，ひきのまきひとの夢を不吉な夢だとは予言していないことが分
かる。
○ 【解答類型２】は，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解している。
ひきのまきひとは夢うらないの女に，「あの人の夢を，わたしに取らせてくれまいか」と言っ
ており，夢うらないの女はそれに対し，「よろしゅうございます。おっしゃるままにいたし
ましょう。」と答えている。
○ 【解答類型３】は，登場人物の相互関係を正しく捉えることに課題がある。国司の長男殿
と，ひきのまきひととの直接的な接点を示す描写はない。また，ライバル関係であることを
示す描写もない。
○ 【解答類型４】は，登場人物の相互関係や全体の内容を正しく捉えることに課題がある。
ひきのまきひとに自分の夢を取られたことを，国司の長男殿が知っていることを示す描写は
ない。ひきのまきひとが国司の長男殿の夢を取ったことを知っているのは，ここでは，ひき
のまきひと本人と夢うらないの女だけである。
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設問二
趣旨
登場人物の言動の意味などを考え，内容の理解に役立てることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内
容の理解に役立てること。 《文章の解釈》
■評価の観点
読む能力
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 二 １ １と解答しているもの
２ ２と解答しているもの
３ ３と解答しているもの
４ ４と解答しているもの ◎
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１～３】は，場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，登場人物の言動の
意味などを考え，最後の場面が「この話の語り手」の言葉であることを捉えることに課題が
ある。
○ 【解答類型４】は，登場人物の言動の意味などを考えて内容を理解している。「考えてみ
ると，夢を取るということは，なんと恐ろしいことではないか。」は，会話文ではなく地の
文であることや，内容がこの話の中の出来事についてのものの見方や考え方であることなど
から，「この話の語り手」の言葉であることが分かる。
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設問三
趣旨
相手に的確に伝わるように，あらすじを捉えて書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。
《記述》
〔第１学年〕 Ｃ 読むこと
イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応
じて要約したり要旨をとらえたりすること。 《文章の解釈》
〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア
(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。
■評価の観点
国語への関心・意欲・態度
書く能力
読む能力
言語についての知識・理解・技能
解答類型
問題番号 解 答 類 型 正答
３ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 話の展開を適切に取り上げて書いている。
② 七十字以上，百二十字以内で書いている。
１ 条件①，②を満たしているもののうち，話の全体を取り上げて解答している ◎
もの
２ 条件①，②を満たしているもののうち，話の一部分を取り上げて解答してい ◎
るもの
３ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの
４ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの
99 上記以外の解答
０ 無解答
■解答類型について
○ 【解答類型１】は，学級の友達に自分の読んだ話の内容が的確に伝わるように，あらすじ
を捉えて書くことができている。具体的な例としては，以下のようなものがある。
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（例）
・ むかし，国司の長男殿が自分の夢を夢うらないの女にみてもらうと，大臣にまで
出世する夢だと言われた。その夢を横取りしたひきのまきひとは，自分でもひたす
ら勉強して，本当に大臣になった。一方，国司の長男殿は官職もつかない身分で終
わってしまった。 （119字）
・ 長男殿のすばらしい夢の話を聞いたひきのまきひとは，夢うらないの女に頼んで夢
を横取りし，大臣になった。夢を取られた長男殿は大臣になれなかった。 （71字）
・ 国司の長男殿は夢うらないの女にすばらしい夢をみたと言われた。まきひとは女に
頼んで長男殿の夢を横取りした。その後，まきひとは大臣になったが，長男殿は官職
もつかない身分で終わってしまった。 （93字）
このように解答した生徒は，ひきのまきひとと国司の長男殿の二人に着目して書いている。
（例）
・ 備中の国の郡司の子ひきのまきひとは，夢うらないの女と国司の長男殿とが話し
ているのを聞いた。長男殿の夢がすばらしい夢だと知ったまきひとは，女に頼んで
長男殿の夢を横取りし，大臣になった。 （92字）
このように解答した生徒は，ひきのまきひとに着目して書いている。
（例）
・ 国司の長男殿が，自分のみた夢を夢うらないの女にみてもらったところ，大臣に
なるすばらしい夢だと言われたが，その夢をひきのまきひとに取られてしまった。
国司の長男殿は，結局，官職もつかない身分で終わってしまった。 （104字）
このように解答した生徒は，国司の長男殿に着目して書いている。
○ 【解答類型２】は，学級の友達に自分の読んだ話の内容が的確に伝わるように，あらすじ
を捉えて書くことができている。ただし，話の一部分のみを取り上げてあらすじをまとめて
いる。あらすじをまとめる際には，目的や意図に応じて取り上げる部分を検討したり，部分
同士のつながりが分かりやすく示されているかを確認したりする必要がある。具体的な例と
しては，以下のようなものがある。
（例）
・ 夢うらないの女のもとを訪れたひきのまきひとは，国司の長男殿のみた夢が大変
すばらしいものであることを知った。そこで，ひきのまきひとは女に頼んで，その
夢を横取りして帰っていった。 (88字)
このように解答した生徒は，話の前半部分を取り上げて書いている。
（例）
・ むかし，ひきのまきひとはひたすら勉強して，ぐんぐんと学問のある人に成長し
た。そして遣唐使に選ばれ，長い間唐で学問や技術を習い覚えて帰国した。天皇に
すっかり信任されたまきひとは，しだいに官職もあげて，ついには大臣にまで任命
された。 （115字）
このように解答した生徒は，話の後半部分を取り上げて書いている。
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○ 【解答類型３】は，目的や意図に応じて適切な字数で書くことに課題がある。
○ 【解答類型４】は，話の展開を適切に取り上げて書くことに課題がある。具体的な例とし
ては，以下のようなものがある。
（例）
・ 国司の長男殿は，夢うらないの女のところへ行き，ひきのまきひとの夢を横取り
した。しかし，努力家であるまきひとは最後には大臣になってしまうという，不思
議な話である。 （81字）
このように解答した生徒は，話の展開を誤って捉えて書いている。
（例）
・ 夢についての話。私はこの話を読んで，登場人物の相互関係がとても面白いと感
じた。また，語り手の言葉が効果的で，この話の面白さを引き立てていると思った。
(75字)
このように解答した生徒は，話の展開を取り上げて書いていない。
３．出典等
・川端善明「夢を買った話」（『宇治拾遺ものがたり』平成16年10月 岩波書店）による。
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )
-75-
Ⅳ
　
解答用紙（正答（例）
 ）
― ―
※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
例 受
付
で
す
が
，
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
申
し
込
め
ば
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
で
き
ま
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※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
言
う
に
は
例
例 私 は
、
ス
ポー
ツ
選
手
の
努
力
す
る
姿
に
例
例 と
お
さ
ざ
る
な
し
も
け
い こ
お
み
が
許幕束
なぜ
それ
ぞれ
の方
法が
よい
と考
えた
ので
すか
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※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
現
在
は
、
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
表
す
際
に
、
「
無
用
」
以
外
の
言
葉
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
「
無
用
」
と
い
う
言
葉
に
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。
ま
た
、
「
天
地
無
用
」
は
「
逆
に
す
る
こ
と
」
に
当
た
る
内
容
が
省
略
さ
れ
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
気
付
か
な
い
と
「
無
用
」
を
他
の
意
味
で
捉
え
か
ね
な
い
か
ら
。
山
川
さ
ん
は
、
人
型
と
動
物
型
の
ど
ち
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
お
ば
あ
さ
ん
に
贈
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
か
。
例
例
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※ 各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」
の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ
て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
むかし、国司の長男殿が自分の
夢を夢うらないの女にみても
らう
と、大臣にまで出世する夢だ
と言
われた。その夢を横取りした
ひき
のまきひとは、自分でもひた
すら
勉強して、本当に大臣になっ
た。
一方、国司の長男殿は官職も
つか
ない身分で終わってしま
った。
例
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）
-81-
Ⅴ
　
点字問題（抜粋）
― ―
-82-― ―
点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習
する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で
問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む
ことができるように，例えば，次のような配慮を行っている。 
（１） 問題文などの記述及びレイアウト等について  
必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，
ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 
（２） 図やグラフの提示の仕方について  
提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは
点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 
（３） 出題形式の変更及び代替問題について  
児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化
して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，
出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 
 
なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整等を行った問題については，P.88～P.89
に問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 
【通常問題】  Ｂ１  
部分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（後略） 
 
-84-― ―
【点字問題】  Ｂ１ 
 
本問題では，主に次のような配慮を行った。 
 
○  通常問題では，天地無用の意味を尋ねる調査について，全体の結果を円グラフで，
年代別の結果を折れ線グラフで表示している。しかし，点字を使用して学習する生
徒にとって，本問題の円グラフは，違いを確認するのが困難である。また，折れ線
グラフは複数あり，読み取りが困難である。そのため，数値が読み取りやすくなる
ように，円グラフ，折れ線グラフともに表に変更した。 
 
 
＜点字問題（墨点字版）＞       ＜点字問題（活字版）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1_3 
部分 部分 
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（中略）               （中略） 
1_4 
1_5 
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（以下略）             （以下略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1_9 
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＜点字問題において解答類型の変更，調整等を行った問題＞ 
【点字問題】 Ａ８ １．２． 
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問題番号 解 答 類 型 正答 
８ １． 
ア． 
１ 
「その場ですぐに答えること。」 
という意味が含まれているもの 
◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  
１． 
イ． 
１ 「数量が増えること。」という意味が含まれているもの ◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  
１． 
ウ． 
１ 
「短く縮めること。」「短く縮まること。」 
という意味が含まれているもの 
◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  
２．
ア． 
 
１ （１）と解答しているもの ◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  
２．
イ． 
 
１ （３）と解答しているもの ◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  
２．
ウ． 
１ （４）と解答しているもの ◎ 
99 上記以外の解答  
０ 無解答  
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 -90-― ―
Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）
-91-
Ⅵ
　
拡大文字問題（抜粋）
― ―
 拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，弱視児童生徒の
見え方に伴う負担等を軽減するため，通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大き
さに拡大するとともに，次のような配慮を行っている。 
（１） 原則として文字の大きさを 22 ポイントとし，丸ゴシック体・中太とする。 
（２） 十分な字間及び行間等に設定する。 
（３） 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。 
 
＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
 
【通常問題】 Ａ２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ２では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。 
【図書だよりの下書き】にある Ａ の文字の拡大率を調整し，解答する際に課題を捉えや
すくした。また，色のグラデーションを取るなどイラストの配色を変えて，図を捉えやすくし
た。 
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【拡大文字問題（抜粋）】Ａ２ 実寸大サイズ 
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【通常問題】 Ｂ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ２では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。 
１） 【発表の直前の場面】，【発表・質問の場面の一部】について，誰が考えていることか，
誰の発言（吹き出し）かが的確に認識できるように，全体のレイアウトを変更した。 
２） 【発表の直前の場面】，【発表・質問の場面の一部】にある【資料】について，通常問題
では，縮小した【資料】を添付しているが，その情報が把握できるように，「22ページから
23ページの【資料】」として文字で示した。 
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【拡大文字問題（抜粋）】Ｂ２ 
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―96―
―97―
―98―
―99―
―100―
―101―
―102―

三十
三十
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